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７－８．『外部出力メニュー』－ 内容確認（仮処理） 

標準提供パターンを「複製」し、「年末調整仮処理結果」を出力することが可能です。 

 
『その他』⇒『外部出力メニュー』－「データ出力」「出力ファイル設定」 
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               ↓ 
『その他』⇒『外部出力メニュー』－「データ出力」「ファイル作成指示」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「年末調整仮処理結果（最新）」を選択 
「出力ファイル定義名」 

「出力項目定義名」を変更 

「D04 最新・年末調整本処理結果」を「複製」ボタンを押

下 
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年末調整仮処理結果の出力ファイル例  

・給与で同時年末調整をした場合の出力ファイル例 

 
 

 

 

 

 

①Ｃ列「再年調回数」 

再年末調整処理をした場合、再年末調整処理が何回目かを表示 

給与での同時年末調整で再年調処理ではないため、「0」となる 

②Ｄ列「年調処理結果」 

 1 ・・・ 年調者（今回の処理で年末調整をした人）     

2 ・・・ 非年調者（今回の処理で年末調整をしていない人） 

0 ・・・ 既に退職した人で年末調整処理対象外の方（非年調者） 

③Ｆ列「作成元処理種別」 

 給与で同時年末調整をしたため、「P」となる 

 B ・・・ 賞与で同時年末調整をした場合 

 N ・・・ 単独年末調整（年末調整の処理のみを行う）をした場合 

 M ・・・ 再年末調整をした場合 

④Ｈ列「在職区分」 

 1 ・・・ 新規の方      2 ・・・ 在職の方 

 3 ・・・ 当月退職の方    4 ・・・ 既退職の方 

⑤ＣＵ列「過不足額＿今回」 

 今回の年末調整処理での還付追徴金 

⑥ＣＶ列「過不足額＿累計」 

  年末調整（再年末調整）処理をするごとに、ＣＵ列「過不足額＿今回」の金額が加算さ

れるが、今回は年末調整１回目なので、⑤ＣＵ列「過不足額＿今回」と同額となる 

⑦ＣＹ列「源泉・漢字住所１」 以降～ 

 項目名「源泉・～」は、源泉徴収票に印字されている内容 

⑧ＩＦ列「本人合計所得加算額」 

 (520)「本人所得加算額」に入力した金額を表示 

 

 

 

 

 

 

続き 

５ ６ 
７ 

省略 

９

 

８

 

３ ４ １ ２ 
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⑨ＩＧ列「年調後・控除対象配偶者区分」  

年末調整処理をした結果の控除対象配偶者者区分を表示。（家族情報に登録した配偶者 

情報より自動設定された「控除対象配偶者区分」とは異なることもあります） 

ＤＯ列「配偶者（特別）控除の額」にて配偶者の控除額の確認ができます。 
⑨ＩＧ列 
年調後・控除対象配
偶者区分 

 

控

除 

DＧ列 

源泉・給与所得控除後の金額  

＋ ⑧IＦ列 

(520)本人合計所得加算額 

              配偶者  

EＬ列  

源泉・配偶 

者合計所得 

年齢 DＯ列  

源泉・配偶者(特別)控除の額 

障害者

控除 

※３ 

A：同一生計  

 

配

偶

者

控

除 

900 超～950 万以下 58 万以下 70 歳

未満 

26 万  

 

 

 

可 

950 超～1000 万以下 13 万 

Ｂ：同一生計 

（老人） 

900 超～950 万以下 58 万以下 70 歳

以上 

32 万 

950 超～1000 万以下 16 万 

１：源泉控除 

対象 

900 万以下 58 万以下 70 歳

未満 

38 万 

２：源泉（老人）控除

対象 

900 万以下 58 万以下 70 歳

以上 

48 万 

３：源泉（配特控除

対象 ※１ 

 

配

偶

者

特

別

控

除 

900 万以下 58 万超～ 

95 万以下 

 

 

 

 

 

不問 

38 万  

 

 

 

不可 

 

 

０ 

非

該

当 

０：①－１ 

非該当 

900 万以下 95 万超～ 

133 万以下 

36,31,26,21,16,11,6,3 万 

※２  W233 の人は 0 円（控除無） 

０：①－２ 

非該当 

900 超～950 万以下 

 

58 万超～ 

133 万以下 

26,24,21,18,14,11,8,4,2 万 

※２ W233 の人は 0 円（控除無） 

０：①－３ 

非該当 

950 超～1000 万以下 

 

58 万超～ 

133 万以下 

13,12,11,9,7,6,4,2,1 万 

※２ W233 の人は 0 円（控除無） 

０：②非該当 控

除

無 

1000 万以下 133 万超  

0 円 

 

不可 

０：③非該当 1000 万超～ 58 万以下 可 

０：④非該当 1000 万超～ 58 万超 不可 

※１ 「Ｃ：源泉（配特）控除対象（年調時控除）」は「３：源泉（配特）控除対象」となります。 

※２ 結果メッセージ W233 の人は 0円（控除無）でよいか確認してください。 

    （＜配偶者控除・配偶者特別控除の結果メッセージ＞参照） 

 ※３ 障害者控除を受けた場合は、ＤＷ列「障害者の数_特別内」 ＤＸ列「障害者の数_特別人」 

ＤＹ列「障害者の数_その他」の人数に加算されているか確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58 万円 

(123 万円) 

95 万円 

(160 万円) 
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⑩ＩＨ列「所得金額調整控除区分」 

「給与基本情報」の「所得金額調整区分」に登録された内容 

⑪ＩＩ列「士業区分」 

「給与基本情報」の「士業区分」に登録された内容 

0 ・・・ 対象外（初期値）     

1 ・・・ 対象（従業員が給与としての支払を受けている士業者(弁護士など)の場合） 

⑫ＩＪ列「税務署ＳＥＱ」 

 A～Jまでの方が、税務署提出対象者（K～Qは提出対象外者） 

 

⑬ＩＫ列「年調・扶養控除額及び障害者等の控除合計額」 

扶養控除額と障害者等の控除額の合計 

（ＣＭ列「基礎控除額」ＣＰ列「配偶者（特別）控除額」を除く控除額合計） 

⑭ＩＬ列「年調・所得金額調整控除額」 

  所得金額調整控除の額があった場合表示 

⑮ＩＭ列「所得金額調整控除条件」 

 0 ・・・ 所得金額調整控除対象※     

1 ・・・ 所得金額調整控除対象外 

 ※所得金額調整控除を受ける可能性のある方（実際の所得金額調整控除を受けたかは関係なし） 

  ・「所得金額調整控除条件に該当 かつ 所得金額調整控除区分≠２：優先・控除非対象者」 

または 

  ・「所得金額調整控除区分＝１：優先・控除対象者」の場合 

⑯ＩＮ列「源泉）基礎控除の額」 

 『源泉徴収票』の「基礎控除の額」 

⑰ＩＯ列「源泉）所得金額調整控除額」 

 『源泉徴収票』の「所得金額調整控除の額」 

⑱ＩＰ列「源泉）寡婦」 

 『源泉徴収票』の寡婦欄に該当する場合「＊」 

⑲ＩＱ列「源泉）ひとり親」 

 『源泉徴収票』のひとり親に該当する場合「＊」 

⑳ＩＲ列「源泉）受給者生年月日（元号）」 

 従業員の生年月日の元号（明治、大正、昭和、平成、令和） 
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㉑ＩＳ列「特定親族数」  

「年間所得見積額」が 58 万円超 123 万円以下の年末時点で年齢が 19 歳以上 23 歳

未満 の人数 

㉒ＩＴ列「特定親族特別控除額」   

特定親族が受けた特別控除の額 

㉓ＩＵ列「源泉）特定親族数」 

『源泉徴収票』の「特親・人」 

㉔ＩＶ列「源泉）従・特定親族数」   

『源泉徴収票』の「特親・従人」 

㉕ＩＷ列「源泉）特定親族特別控除額」 

『源泉徴収票』の「特定親族特別控除の額」 

 

※ＢＰ列「確定拠出年金」 

 (603)確定拠出年金累計（月例給与にて天引きしている確定拠出年金がある場合その累計） 

※ＣＣ列「小規模共済掛金」/ ＤＺ列「源泉・小規模共済掛金等」 

 (518)小規模共済掛金＋(603)確定拠出年金累計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


